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1970年より北海道東部地域の地下電気伝導度構造を求めるため，各地に臨時観測点を設け，

地磁気・地電流の変化観測を行っている。地磁気変化観測には GIT型磁力計および自作の拠

借式変化計を用い，地電流観測の電極には銅・硫酸銅屯極または炭素俸電極を用い，記録には

ぺンレコーダを用いた。現在までに根釧原野を中心に約 10点で観測し.解折を進めている。

これまで・に得られたパーキンソンベクトル分布及び地磁気変化と地屯流変化との関係を述べ

る。

地磁気短周期変化より求めたバーキンソンベクトルは女満別から根室を結ぶ線上では，ほぽ

H!向であるが，太平洋岸を西へ行くに従って南から南西方向へと向きを変えていく。また堆積

周の厚いと思われる根釧原野内陸部では鉛直分力の変化が非常に小さくなり，パーキンソンベ

クトルが除々に方向を変えていく。地電流の短周期変化については，太平洋岸に近い観測点は

変化が非常に大きく，地磁気変化の方向が変ってもほとんど地屯位差変化の方向が変らない，

いわゆる地電流主方向が非常にはっきりしているが，根釧原野内陸部では変化振幅が小さく，

主方向もはっきりしない。また，水平商内における地磁気変化方向と地電流変化方向との平均

的ずれが，地質や重力異常と非常に対応が良いように思われる。

~ 1. はしがき

北海道東部での地磁気変化観測は，地磁気観測所女満別出張所の他は，久保木川による根

室での 1943年皆既日食の際の観測，森山による 1965，66年の中標津での観測があり，パー

キンソンベクトルが求められている。 また地電流観測は吉松川による小清水， 恨室， 長谷

川I(州による北見，鴻ノ舞での観測があり，地電流の主方向が求められている。

筆者は 1970年より北海道東部で毎年数点づっ地磁気・地電流の変化観測を行っている。

地磁気変化観測には筆者が製作した磁石吊型式の三成分携帯式変化計およびフラックスゲー

トタイプの G汀型磁力計を使用した。地電流観測には銅・硫酸銅電極または炭素俸電極を

使用し，東西，南北の電極間隔は lOO----200mで記録はベンレコーダを用いた。

Fig. 1に地形図とプーゲ異常分布， Fig.2 に観測点の分布と地質を示した。女満別，東

藻琴はグリーンタフ地域，緑は千島火山帯，他の測点は根釧原野である。森(5)によると根釧

原野の重力異常の走行はほぼ北東・南西方向にあり，海岸から約 7kmの厚床ではプーゲ異

常が +230mgalに達する商重力異常の中心で，白亜系がごく表層近くまで達している。茶

内は海岸から約 2kmの地点で，附近には白亜紀の泥岩，砂岩，諜岩が露出している。中標

津，上御卒別，上知安別および上春別は新生代堆積層の厚さが約 1500mで，火成岩までの
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Fig. 1. Topografic map in meter and 
distribution of Bouguer anomaly in 
mgal after T. Mori in the eastern part 
of Hokkaido. 

俊雄
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Fig. 2. Geological map of the eastern 
part of Hokkaido. 
(1): Holocene'"'"'Poliocene deposits， 
(2): Miocene depostts. 
(3): Palaeogene depc sits， 
(4): Cretaceous deposits， 
(5): Pre-cretaceous deposits， 
(6): Holocene.......Pliocene igneous rocks， 
(7): Tertiary andesite and rlyolite， 
(8): Dolerite. 

深さは 1900m以上あろうと予想されている。上風蓮1ま新生代堆積層が急激に深くなる地点

にあると思われる。北斗は釧路湿原の西側にあり，海岸からは約 6kmである。

~ 2. 携帯式変化計について

Gough and Reitzel (6) により磁石吊型式の携帯式変化計が作製されたが，これを参考にし

て移動観測用の地磁気三成分変化計を試作したので，これについて簡単に記す。

試作した携帯式変化計は通常の古典的変化計を一つにまとめたもので，磁石のふれを光学

的に拡大し，フィルムに像を記録させるものである。磁石，光源および記録装置は直径21.5

cm，長さ 161cmの塩化ビニールの円筒におさめられ，温度変化の影響をさけるため，その

大部分は地中に埋めて記録される。 Fig.3 に変化計の概略を示したが， レンズの焦点距離

の位置に光源およびフィルム面があるので，光源から出た光はレンズを通って平行光線にな

り.D，H，Z用ミラーより反射されて再びそのレンズを通りフィルム面に像を結ぶ。変化計

を地中に埋めたあとで光源がフィルム面に像を結ぶように吊具の回転， ミラーの角度等を調

整しなければならないが，これらはすべて上部より操作できるようにした。 D，H，Z磁石間

の距離は約 50cm離れているが，これらの相互影響は 100rの磁場変化に対して 1r以下

である。フィルムを送るための駆動器・にはトラ γジスタ時計を使用したが，その部品は出来

るだけ非磁性材料にかえて，それによる磁場を 50cmで 0.1r以下にした。光源用の電源は
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バッテリーを使用し，政大 l刀、月間盤人で記録できる ようにした。記録例を Fig.5 に示す

が，3 Mj:t1:H1fi:に感度d/I/定をかねたタイムマークを入れた。出化ビニーノレの円筒に入れる自ijの

変化長|の外観を Fig.4 に示す。また，変化日|の仕様を下に記す。

携帯式変化計の仕織

D， H， Z3長NKS3，3φx 18 mm， M ::::::80 gauss.cm3 

D: NKS3， 2世x8 mm， M-::::: IOgauss.cm3 

石

石磁助

磁
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吊 糸 D: リン青銅事48

吊糸の長 さ

フ ィノレム

フィルム速度

レンズから磁石ま
での距離

レンズ

フィルム記録感度

光 源

駆 動 器

フィ.)レター

パッテリー

H:水晶糸，ゅー0.07mm

z: リγ背銅普47

D: 110 mm， H: 80 mm， Z: 100 mm 

ミニコピーフィルム(10m装填可能)

60 mm/ day， 180 mm/day切換

D: 210mm， H: 680mm， Z: 1140mm 

f=500mm，直径 90mm 

D: 17.5 r/mm (0.057 mm/r) 

H: 20.4r/mm (0.049mm/r) 

Z: 14.9 r/mm (0.067 mm/r) 

円筒型， 6V， 0.2A 

トランジスタ時計

Y3 (黄)

6V，108AH 

~ 3. 観測結呆

Fig.2に示す観測点のうち，地磁気変化観測のみを行った地点は北斗，地電流観測のみを

行ったのは緑，上春別および上風速である。厚床では 1971年と 1973年に観測を行ったが，

1971年は地電流観測のみを行い， 1973年は地磁気・地電流両種の観測を行った。地磁気変

化観測には，東部琴，茶内および北斗では ~2 で述べた携帯式変化計を使用し，上御卒別，

上知安別および厚床では GIT型磁力計を使用した。地電流観測は東西方向および南北方向

の二成分で，電極間隔は 100---200mである。電極には東部琴，緑，上春別および 1971年の

厚床では素焼のっぽに入れた銅・硫酸銅電極，上風連，上御卒別， 茶内， 上知安別および

1973年の厚床では炭素棒電極を使用した。中標津は 1965年 10月と 1966年 3月に地磁気鉛

直分力と地電流観測が行なわれ，この結果は森(21により報告されているが，地電流の結果に

ついては今回整理し直した。

3-1.地磁気変化について

地磁気短周期変化における鉛直分力，水平分力および東成分の変化の振巾をそれぞれ

AZ， l1Hおよび ADとすると，経験的に

AZ=A・AH+B・AD……・….....・H ・..………...・H ・..…...・H ・..……...・H ・H ・H ・..(1) 

の成立することが知られている。上式の係数ペ，Bは地域特有の定数で，地下電気伝導度の

相異により異る。 Parkinson171 はこの平面の方程式を長さ sin(tan-1 ~A可否2) 方向 tan- 1

B/ム向きを鉛直分力上向きに向いたベクトノレで表わした。このベクトルはパーキンソンベ

クトルとして知られている。

各地で得られた bay，si， SSC等短周期変化の振i甘を読取り，横軸に AD/J1H (文は ll.H/



-4 

北海道東部における地磁気・地電流変化観測

-3 -2 

AZ 
-一平 1
AO 

主主干 Higashimokoto 
dH I (1970 Sep.) 

1 AT::40-120mln 

Hokuto 
(1972 Oct.-Noy.) 

AT=40-120 

ー------. 五-~.....--.--

3 

-0.5 

Chanai 
(1972 Jul.) 

AT::40・120

AZ 
dOt1 

J~イ

AO 
古宵

:----- 2 !且

.-:----イ~-;.↓
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and llDj!lH(or !lHj!lD) at Higashimokoto. Hokuto 
and Ch組 ai.
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AD)，縦軸に sZ/sH(文は sZ/sD)をプ'ロ γ トすると， Fig. 6， Fig. 7のようになるo こ

のプロット図より求めた係数 A，BをTablet に示す。変化の継続時間 (sT)は便宜上 1-

10min叫 10'""-'40min.， 40--120 min.に分類し，各周期の A.Bを求めた。ただし，東藻琴，

茶内および北斗での携帯式変化計で得られた記録では，三成分共完全な記録が得られた場合

は少なかったので，sH， sDには女満別の値を代用した。各地のパーキンソンベクトルを

Fig.9に示したが，女満別は久保木・大島{BL 根室は久保木川 中標津は森{ZU 浦幌は西

国間の求めた値による。

3-2.地磁気変化と地電流変化との関係

各地点における磁場の変化と電場の変化の関係を求めるため地磁気水平面の変化に対応す

る地電流変化を読取り，変化方向の関係と振巾比を求めた。今回の観測点の中には地電流観

測のみを行った地点が 3点含まれているので，資料を統一的に扱うため地磁気変化はすべて

女満別の変化を使用した。女満別における地磁気変化の地理的北成分を H:r;， 東成分を Hv，

それに対応する地電流変化の北成分を E:-，東成分を Evとする。 OH=tan-1H:r;/Hv， (JE= 

tan-I E:r;/Euとおき横軸に OH(OEと共に東方向を Oとし，東から北への回転方向を正とす
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る)，たて軸に OEおよび E/H(=ヘ/瓦写瓦言/ヘ!Hx2十JJ，/)をプロヅトすると Fig.8 (8-1，""  

8-11のようになる。これらの関係は

(臥=(:!)門E1JJ-¥c d}¥H，) … ・・ H ・H ・....・H ・....(2) 

で表わすことができ， 各地点における a，b， c， dを決定することができる。 Table1に各
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地で得られた 0，b， c， dを示し， Fig.8には (2)式に，各地で求められた係数を代入して

求めた曲線も図示した。

Fig. 9には北海道東部のパーキンソンベクトルと共に， 女満別の地磁気変化の方向が

E (1)， E 450 N (2)， N (3)および W450 N (4)のときの地電位差変化の方向(地電流の

流れる方向)と大きさを示した。両者共.dT=40....... 120 min.の変化について図示した。

44・N

i.a 
Ko;(、

Kcイ1

//He七
Parkinson Vector 

-・E・田・..... ・・

o 30・
t十」3mvlkmfγ

Fig. 9. Parkinson vector and earth-current vector 
corresponding to geomagnetic vector of 1 (E)， 2 
(E 450N)， 3 (N) or 4 (W 450N). 

~ 4. 考察

北海道東部での CA観測点は現在まだ増やしつつあり， また，今までに得られた資料も

未整理の部分も多いが，今回の結果から次の事が言える。

( 1 ) パーキ γソンベクトルは女満別と根室を結ぶ線上ではほぼ東向であるが，根室から

太平洋を西へ行くに従って除々に南西へ向きを変えていく。また，上御卒別，上知安別，北

斗とベクトルがほとんどOになりながら方向を変えていく事や，太平洋岸での A，Bの値が

小さい事は，単に海水の影響だけではなく，堆積層の厚さ等地殻構造を考慮に入れなければ

ならない事を示している。

(2) 厚床や茶内等の太平洋岸の高重力異常地域では E/H=3.......5mV/km/rと非常に大

きく，指向性も非常に強いが，内陸堆積層の厚い地点ではE/H= 0.3-0.5 m V /km/rと小

さく指向性も弱い。

( 3 ) 各磁気点では探査深度 100m程度までの比抵抗測定を行ったが， 新生代堆積物，

白亜系共ごく表層を除けば比抵抗が 103.......3x 10. f}・cmで，両者の比抵抗での区別ははっき
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りつかないので，厚床等太平洋岸の高重力異常地帯は密度の大きい高抵抗の物質が盛上って

おり地表の電場の変化を非常に大きくしていると考えられる。このような高抵抗のついたて

は，重力異常から北斗の東 10........20kmの地点までのびていると思われるので， 根釧原野内

陸部には主に北斗附近から電流が流れこみ(磁場変化が東向の場合)，北々東に向うと思わ

れる。上風速は太平洋岸の商抵抗のついたてのすや北側にあると思われ，根釧原野内陸部の

地電流方向に向きかけている。

(4) 千島火山帯がどのような役割をはたしているかわらないが，緑での地電流の異方性

があまり強くないことから，その附近では高低抗のついたではないと思われる。

( 5) Fig. 8の On.OEの関係を示す曲線を平均的直線で引し、た場合の直線が 8n=0を横

切る OE値，即ち
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なる伊の値を 8HとOEの平均的位相差とすると， ψの値は，女満別等グリーンタフ地域

では， 100........1110，根釧原野内陸部では 50........700，上風蓮， 厚床では約 1000
，茶内では約

1300 になる。 これらの事は地質や重力異常と良い対応がつくので地殻構造を求めるうえで

重要になると思われる。

(6 ) 緑のような地点では地電流主方向としての意味は薄れるが，今，E/Hが最大値に

なる方向を地電流主方向とすると， Fig.9で地電流の方向を示すベクトノレの長さが最大にな

る方向がほぼ主方向に一致する。 Fig.9からわかるようにパーキンソンベクトルが地電流主

方向と直交していると見なされる地点は少なし、。

(7 ) 厚床での地電流観測は 1971年9月と 1973年， .10， 11月に行っており， この間の

1973年6月 17日に M=7.4の線室半島沖地震が発生している。 Fig.8-9および 8-10で

は両年の結果を区別して図示しているが，これらは誤差の範囲内で一致していると考えら

れ，この間に地震の影響が含まれているとは言えない。

今後はこれらの結果を考慮して，さらに北海道東部でのCA観測をおし進めていく予定で

ある。
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Observations of Geomagnetic and Geoelectric Variations 

in the Eastern Part of Hokkaido 

Toshio MORI 

Abstract 

Field observations of the variations of geomagnetic threc components were made 

at several stations in the eastem pa此 ofHokkaido， with a c1assical type portable 

magnetometer or a ftux-gate type GIT-magnetometer. Earth currents were also 

observed at several stations， some of which are the same as the geomagnetic 

observation. 

From the magnetograms and the earth-current records， geomagnetic and geo-

electric bay and bay-Iike variations were selectcd， and relations among the geomagnetic 

three components and those betwecn geomagnetic horizontal vector and earth-

current vector were studied. 

Parkinson vectors in the eastern part of Hokkaido are not so large tゾA2+ B2 < 
0.5) as the central Japan anomaly. The vectors [point nearly to the east] on the line 

which connects Memambetsu and Nemuro and gradually tend toward the south-west 

as the observation station goes away toward the west from Nemuro along the coast 

of the Pacific Ocean. And the vector at Kamichanbetsu in the Konsen Plane is 

nearly zero. 

Al the coastal stations of the Pacific Ocean， which are in the area of high positive 

Bouguer anomaly， amplitude of earth-current potential variations are very large 

(E/H = 3.-5 mV/km/γ) and the dircctions are very steady. On the other hand， at 

the stations in the Konsen Plane where the thickness of Cainozoic deposits is estimated 

at about 1500 m， the amplitude are very smaIl (E/ H = 0.3.-0.5 m V I km/γ) and the 

directions are unstable. 


